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１．はじめに 
地下空洞型処分施設性能確証試験においては，放射性廃棄物の地下空洞型処分施設について，施工性評価や施工

時の品質確認等の検討が実規模大の施工試験として実施されている．この試験のうち底部緩衝材施工確認試験とし

て，大型振動ロ－ラ等を用いたベントナイト材料の原位置締固めが行われた．底部緩衝材の施工に使用するベント

ナイト材料は，クニゲルGX（クニゲル原鉱を破砕したもの）を用いて，現地に設置した含水比調整プラントで所定

の含水比に調整した後，施工に使用された． 

本稿では，底部緩衝材施工確認試験に供給したベントナイト材料（絶乾重量約330t）の含水比調整時における品

質管理方法や施工方法，含水比調整結果について報告する． 
 
２．品質管理目標，施工方法，品質管理項目 
緩衝材は，低透水性が要求される人工バリアであり，目標と

する低透水性の代替指標として有効粘土密度による施工管理が

考えられている．有効粘土密度の管理目標値は 1.6±0.1Mg/m3

であり，現場締固め施工による層内の密度のバラツキを少なく

するため，図-11)に示すように最適含水比よりもやや湿潤側の

21％を中央値とし，±2％を品質管理目標とした． 
含水比の調整は，図-2 に示すミキサを用いて行った．手順は，

調整前クニゲル GX の含水比および重量測定⇒添加する水の量

を算定⇒ミキサに材料と水を投入・かくはん混合⇒含水比調整

後材料の含水比および重量測定，の流れで実施した． 
含水比が管理目標値（21±2%）を外れた場合は，以下の方法

で再調整を実施した． 
【低含水比側に外れた場合】 
不足水量を添加し，ミキサで再度練混ぜを行った． 

【高含水比側に外れた場合】 
過剰水分を調整するため，未調整のクニゲル GX を適量添加

してミキサで再度練混ぜを行った． 

 
３．含水比調整結果と結果の分析 
クニゲル GX を使用し，含水比調整を行った結果のヒストグラムを図-3 に示す． 
含水比調整作業は，全部で 723 バッチ行った．1 バッチ当たりの質量は約 500kg であった．  
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図-1 締固め特性曲線 

図-2 パン型強制混合造粒ミキサ 
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調整後含水比のバラツキの標準偏差は 1.4％，

管理目標値を外れた割合は 15％（高含水比側：5％，

低含水比側：10％）であった． 
管理目標値を外れた材料について，前述した方

法での再調整を行った結果を図-4 に示す．全て管

理目標値以内であり，再調整方法が妥当であるこ

とが確認された． 
含水比が管理目標値を外れる原因については，

ミキサ内部に付着するベントナイトが主要な原因

であると推定した．含水比調整 1 バッチ（約

500kg）において，

20kg程度のベント

ナイトがミキサ内

部に付着すること

が確認された． 
ミキサ内部に付

着したベントナイ

トの外観を写真-1
に示す．付着ベン

トナイトの含水比を測定したところ，50％程度と高いものが大半であり，

付着ベントナイトによる吸水が低含水比側に管理目標値を外れる原因と

考えられ，付着ベントナイトが剥離・脱落したものが混入することが高含

水比側に管理目標値を外れる原因と考えられる． 
以上より，ミキサによるクニゲル GX を用いたベントナイト含水比調整

では，調整後含水比のバラツキは小さい結果が得られるものの，管理目標

値を外れる場合もある．この調整品の不良率を低減させるためには，ミキ

サ内部へ付着するベントナイトの量を低減させる方策が必要である． 

 
４．まとめ 
地下空洞型処分施設における底部緩衝材施工に使用するベントナイトの含水比調整を，パン型強制混合造粒ミ

キサを用いて実施し，管理目標値として設定した含水比の範囲（21±2％）に対して比較的バラツキが少なく調整

が出来ること，および目標値を外れた材料の再調整方法の妥当性が確認された．また，含水比測定用の試料やミ

キサに付着した高含水比ベントナイトを除いた場合に，規格を満足するベントナイトの回収率は 95％以上であり，

既往の研究 2)と比較しても高い結果が得られた． 
 
本報告は経済産業省からの委託による「管理型処分技術調査等委託費（地下空洞型処分施設性能確証試験）」の

成果の一部である． 
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写真-1 ミキサに付着した高含水比ベントナイト

図-4 含水比が管理目標値から外れた場合の再調整結果（左：低含水比側，右：高含水比側） 

範囲 頻度
17.5～18.0 0
18.0～18.5 0
18.5～19.0 0
19.0～19.5 2
19.5～20.0 7
20.0～20.5 22
20.5～21.0 19
21.0～21.5 7
21.5～22.0 7
22.0～22.5 2
22.5～23.0 1
23.0～23.5 0
23.5～24.0 0

データ数 67
平均値 20.7%
最大値 22.6%
最小値 19.3%
標準偏差 0.7%
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図-3 含水比調整結果 
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